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真夜中に、 第 九 工場の 大 鉄骨が、 キ— ッと 声を立て 

て 泣く —— 

という 噂が、 チラ リと、 わしの 耳に、 入った。 

「そんな、 莫迦な 話が、 ある もんか！」 

わし は、 検査 ハン マ— を 振る 手 を 停めて、 カラカラ 

と 笑った。 

「そう 笑いな さるけ どナ、 組長さん」 その 噂 を 持って 

きた 職工 は、 慄 えた 眼 を、 わしの 方に 向けて 云った。 



葉 を かえした。 「それにつ いちや、 ちィ つとば かり、 

手前の 恥 も、 曝け ださに やなら ねえが、 もう 五日 ほど 

よあかし しようぶ 

前の ことで さァ。 徹夜 勝負の それが、 十二時 を 過ぎた 

ばかりに、 スッ カラ カンで ョ、 場に 貸して やろうて え 

しゅくちょく 

親切 者 もな しサ、 やむなく、 工場の 宿直、 た あさん 

むしん 

のと ころへ、 真夜中と いうのに、 無心に 来たと いう わ 

力な 力 力 

け。 さ、 その 無心 を 叶えて 貰っての 帰り さ、 通り 懸っ 

たのが 今 話しの 第 九 工場の 横手。 だしぬけに、 キ— 

きし 

イツと いう 軋る ような 物音 を 聴いた。 (オヤ、 何処 だ 

たちどま しばら 

ろう) と、 あっし は 立 停った。 暫く は、 何にも 音が し 

そらみみ 

ねえ。 (空耳 かな？) と 思って、 歩き だそうと すると、 



そこへ、 キ ー イツと な、 又 聞え たじ やねえ か。 物音の 

する 場所 は、 たしかに 判った。 第 九 工場の 内部から 

やぎょう 

だッ。 (何の 音だろう？ 夜業 を やつ てんの かな) そ 

ガラス 

う 思った ので あっし は、 顔 を あげて、 硝子の 貼って あ 

ま つ くら 

る 工場の 高 窓 を 見上げ たんだが、 内部 は 真暗と 見えて、 

なんの 光もう つらない。 (こり や、 変 だ！) 俄に 背筋 

が、 ゾク ゾクと 寒くな つてき た。 そこへ 又 その 怪しい 

物音が …… 。 恐い となると、 尚 聴きたい。 重い 鉄扉に 

みみたぶ 

耳朶 をお つつけ て、 あっし ァ、 たしかに 聴いた。 キ— 

きし 

イツ、 カンカン カン、 硬い 金属が、 軋み 合い、 嚙み合 

うような、 鋭い 悲鳴だった」 



かくのうこ 

クレ— ン というの は、 格納庫の ように 巨大な、 あの 

第 九 工場の 内部へ 入って、 高さが 百 尺 近い 天井 を 見 上 

たくま 

げ ると 判る の だが、 そこに は 逞しい 鉄骨で 組立 てら 

きょうりょう きじゅう しゃ 

れた 大きな 橋梁の ような 形の 起 重 車が、 南北の 方向 

に 渡し かけられ ている。 それが、 クレ— ン だった。 そ 

ばけもの 

の 橋梁の 下に は、 重い 物体 を ひっかける 化物の ように 

かぎ よ 口 I プ つ 

でっかい 鈎が、 太い 撚り 鋼線で 吊って あり、 また 橋梁 

いちぐう て つ ばん の 

の 一隅に は、 鉄板で 囲った 小屋が 載って いて、 その 中 

に は、 この クレ— ンを 動かす モ ー トルと 其の 制動機と 

が 据えて あった。 制動機 を 動かす と、 この 鉄橋 は、 あ 

たか も 川の 中で 箸 を 横に 流す ように、 広い 第 九 工場の 



とうたん せいたん 

東端から 西 端まで、 ゴ— ッと音 をた てて 横に 動く の 

だった。 

まさ 

「おい、 政 ッ！」 わし は、 クレ— ンの 運転手 を やって 

いる 男 を、 人垣の 中に 呼んだ。 

「へえ —— 」 政 は、 紙の ように、 白い 顔 をして、 おず 

おず と、 前へ 出て きた。 

r クレ— ンが、 真夜中に 動き 出す ての は、 本当 かな」 

ぞん 

「わたし は、 ナ なんにも、 存じません です。 しかし、 

クレ— ンの スウィッチ は、 必ず 切って 帰ります で、 真 

夜中に、 ヒ ヨロ ヒ ヨロ 動き 出す なんて、 そんな 妙な こ 

とが …… 」 



ほっさ 

そこまで 云った 政 は、 発作み たいな 様子と なり、 言 

葉の あと をブ ッブッ 口の 中で 眩いて、 それから 急に 

気がつい たかの ように、 ヮナ ヮナ慄 える 両手 を、 周章 

てて 背後に 隠した のだった。 

しょうた い 

「ょォ し。 今夜 は、 一 つ 正体 を 確かめて やろう。 い 

いか、 みんな 夜中の 十二時 を 廻ったら、 裏門 前に 集る 

ん だ！」 
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「お前、 この間、 そう 云った じ やねえ か。 この スゥ イツ 

チは、 当分 不用 だから、 いつまでもお 使いなさい、 と 

な」 

さよ-つ しゅく 

「申 訳が ありま せんです」 栗 原 は、 ひどく 恐 縮して 

いる 態で、 ペコ ペコ 頭 を 下げた。 「組長さん は、 ス 

ウイ ツチの 図面 を 書きたい から 御 持ちになる というの 

で、 そんな 簡単な 御用なら と、 栗 原 は 帳簿に 書かない 

かくちよ う 

で、 御 貸しし たんです。 ところが、 今 急に、 拡張 工事 

係の 方から、 在庫に なって いる 乙 型 スウィッチ は 全部 

数 を 揃えて 出せと いう 命令なん で。 どうも 已むを 得ず 

ソノ …… 」 



わし は、 グッと 唾 を 呑み こんだ。 

「もう 一 つ、 見て 貰いたい ものが ある」 わし は、 新聞 

紙包みの 中から、 もう 一 つの 品物 を とりだした。 「こ 

れは何 かね」 

「こんな もの、 どっから 持って来 たんです」 横 瀬 は、 

ピカピ 力 光る、 その外 科 道具の ような もの を 手に 取 上 

げ、 ニヤ ニヤ 笑いだ した。 

「何に 使う 品物 かね」 わし は、 横 瀬の 質問に は 答えよ 

うとせ ず、 同じ こと を、 聞き かえした のだった。 

「一 口に 云えば 」 と、 わしの 顔 を ジロリ と 見て、 

しさ ゆうきょう 

r 子宮 鏡 と いう、 産婦人科の 道具 だね」 



「よし、 判った」 わし は、 ピカピ 力す る それ を、 横 瀬 

の 手から、 ひったくる ようにして、 元の 新聞紙の 中に、 

包んで しま つ た。 

「いや、 御苦労だった」 と、 わし は 挨拶 をした。 「とこ 

ろで、 もう 一 つ だけ、 お前さんに 見て 貰いたい ものが 

あるんだ が」 

「あるん なら、 早く 出しな せえ」 

横 瀬 は、 面倒く さそう に、 云った。 

「ここに は、 無 いんだ。 ちょっと、 近所まで 附 合って 

くれ」 

「ようがす。 ドッコ イシ ョ- 



横 瀬 は、 「ひびき」 を 一 本、 衣囊 から 出して 口に 銜え 

ると、 火 も 点けないで、 室内 を ジロジ 口と、 眺め まわ 

した。 

さ 

「何 を 見て るんだ」 わし は、 訊いた。 

「マッチ は 無い のかね」 と 彼 は 云った。 
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合宿の 門 を 出る と、 溝く さい 露路 に、 夕方の、 気ぜ 



入れて、 天井裏 を 探ぐ つたが、 思う もの は、 直ぐ 手先 

に 触れた。 手文庫ら しい 古ぼけた 函をー つ 抱え 下ろし 

てきた ときには、 横 瀬 は 呆気に とられた ような 顔 をし 

ていた。 

わし は、 急 製の 薄っぺらな 鍵 を、 紙 入の 中から 取 出 

すと、 その 手文庫 を、 何な く 開く ことに、 成功した の 

こせきとうほん 

だった。 その 中には、 貯金 帳 や、 戸籍謄本 らしい もの 

かび そのた 

や、 黴の 生えた 写真 や、 其 他 二三 冊の 絵本な どが 入つ 

ていたが、 わしが 横 瀬の 前へ 取 出した もの は、 手文庫 

いちぐう い リ ガラス びん 

の 一隅に 立てて あった 二 〇 8 入の 硝子 壜 だった。 それ 

に は、 底の 方に、 三分の 一ば かりの 黒い 液体が 残って 



「仕方が無い。 これ ァ 薬屋 仲間で、 i 法度の 薬品なん 

だ」 

き 

「御法度で あろうと 無かろう と、 わし は、 訊かに や、 

唯で は 置かね え」 

「脅かしつ こなしに しま しょうぜ、 組長さん。 そんな 

ら云 うが、 この 薬の 働き はねえ、 人間の 柔ぃ 皮膚 を 

浸蝕 する 力が ある」 

「そうか、 柔ぃ 皮膚 を、 抉りと るの だな」 

「それ 以上 は、 言えね え」 

「ンじ や、 先刻み せた 注射器の 底に 残って いた 茶色の 

ふちゃくぶ つ 

附着 物 は、 この 薬じゃなかった かい」 
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いよいよ、 夜 は 更け わたった。 

月の ない、 真暗な 夜だった。 風 も 無い、 死んだ よう 

さび まよなか 

に 寂しい 真夜中だった。 

かねて 手 害のと おり、 工場の 門衛 番所に、 柱時計が 

だくおん くみした 

十二の 濁音 を、 ボ ー ン、 ボ— ンと 鳴り 終る ころ、 組 下 

の 若者が、 十 名 あまり、 集って きた。 わし は、 一 と 通 

りの 探険 注意 を 与える と、 一 行の先頭に 立ち、 静かに、 

こうない 

構内 を、 第 九 工場に 向って、 行進 を 始めた のだった。 



皆 は、 ギヨ ッと、 立ち 停った。 

「な、 な、 なんだ ッ」 

がま 

「工場に、 蟇が える が 出る なんて、 知らなかった もん 

で …… 」 

きまりわる そうな、 低い 声だった、 

「ド— ン」 

二三 間 先の、 鉄扉が、 鈍い 音を立てて 鳴った。 

「ゥ ゥ、 出た ッ！， - 

やか ま 

「や、 喧しい やい！」 

わし は呶 鳴った。 蟇が える を 蹴飛ばした 先生 は、 

黙って いた。 



二分、 三分、 四 分、 五分 —— 

夢中で、 隣り の 男の 手 を、 握りし めた。 冷い 汗が、 

わき にじ やが あばらぼね 

腋の 下に 滲み出して、 鱸て タラ リと 肋骨 を、 駆け下り 

た。 

「キイ— ッ」 

い き 

一 同 は、 はッ と、 呼吸 をつ めた。 

「キイ 1 ッ、 キイ— ッ」 

呀ッ、 いよいよ、 泣き だした の だ。 彼等 は それ を 

こまく 

鼓膜の 底に 聴いた 瞬間、 板の ように 全身 を 硬直 させた。 

「キイ ー ッ、 キイ ー ッ、 ぐう ッ、 ぐう ッ」 

彼等 は、 見えない 眼 を 閉じた。 



「キ、 キ、 キ、 キ、 キイ— ッ」 

たま 

もう 堪 りかね たもの か、 一行のう ちから、 サッ と、 

こうぼう 

懐中電灯の 光芒が、 射る ように、 高い 天井 を 照した。 

「が 1 ッ、 が— ッ …… 」 

ひと 

一 同 は、 その 怪 音の する 方 を、 等しく 見上げた。 

「呀 ッ！」 

r ク、 クレ— ンが …… 」 

懐中電灯の 薄ら 明りに、 はじめて 照し 出された 怪物 

は 何であった ろうか。 それ は あの 巨大な 鉄骨で 組立て 

ものす さま 

られ たクレ ー ンが、 物凄 じい 響き を あげて、 呀ッ とい 

う 間に、 全速力で 一同の 頭上 を 通り過ぎた のであった。 



た 力 レ ► J 

一 同 は、 互 に 顔 を 見合わせて、 恐怖の 色 を 濃く した。 

「政、 昇れ！」 

「いや ァ、 救け て 下さい」 政 は、 ポロ ポロ 泪 を 出して、 

わめ 

喚く のであった。 

せんとう 

「じ や、 わしが 先登に 昇る から、 直ぐう しろから、 つ 

いて 来い。 いい かッ」 

わし はそう いうな り、 壁 際へ 進んで、 クレ— ンに攀 

のぼ タ ラップ 

じ 昇る 冷い 鉄 梯子へ、 手 を かけた。 
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「なに、 外で 喚いて いる ッ」 わし は、 予期し ない こと 

に 吃驚して 云った。 なるほど、 多勢の 声で、 何やら 喚 

はる 

いている のが、 遥かに 聞こえる のであった。 「じ や、 み 

んな、 外へ 出よう」 

一同 は、 ヮッ といって、 入口の 扉の 方へ、 先 を 争つ 

てっぴ えんりょえしゃく 

て 駆け だした。 ガ ラガラ と、 重い 鉄扉が、 遠慮会釈な 

く、 引き 開けられる 物音が した。 

「おう、 組長、 大変 だァ」 疳高い 声で 叫ぶ ものが ある _ 

わし は、 ギクリ とした。 

むなぐら すが ケ— ブル こうじょう 

「組長」 わしの 胸倉に 鎚 りついた の は、 電纜 工場の 

ごちょう 

伍長 をして いる 男だった。 「おせい さんが、 大変 だッ」 



皎々 たる 水銀灯の 光の 下で 仕事 をす る 人々 は、 技師と 

いちぐう 

いわず、 職工と いわず、 場内の 一隅に 据えられた、 高 

キュ— ポラ まわり 

さ 五十 尺の 太い 熔融 炉の 周囲 を 取 巻いて、 一斉に 上 を 

見上げて いた。 熔融 炉の 側に は、 松の 樹を仆 したよう 

な 大電纜 が、 長々 と 横 わって いたが、 これ は 忘れられ 

たように 誰 一 人つ いている もの は 無かった。 

「駄目 だァ、 何にも 見えね え」 

「着物の 端 も、 残って いねえ よ」 

そんな こと を 叫びながら、 熔融 炉の 頂上に 昇って い 

たらしい 男工 達が、 悲痛な 面 持 をして 降りて 来た。 白 

い 手術 着 を 着て 龃 けつけ た&務 部の 連中 も、 形の ない 



けがにん ほど ► J 

怪我人に 対して、 策の 施 しょう も 無く、 皆と 一 緒に、 

まごまご している だけ だ つ た。 

「どうも、 お気の毒で したが」 工場長が、 わしの 傍へ 

近づく と、 興奮した 語調で 云った。 「気が つ いたと き は、 

キ ュ —ポラ 

おせい さんが、 もう 熔融 炉の、 殆んど 頂上まで、 昇つ 

ていたん です。 でも、 それと 気がついて、 (停めろ、 下 

りろ) と、 下から 叫び ましたが、 何も 聞えない 風で、 

ァ レョ、 ァレョ と 云って いるう ちに、 火焰の 中へ 飛び 

こまれた ような わけで …… 」 

わし は、 云うべき 言葉 もなかった。 

「おせい さん は、 覚悟の 自殺 を、 やったら しいです よ。 



「や ッ！」 

かけごえ もろとも ゆんで 

懸声 諸共、 わし は、 身体 を宙に 浮かせて、 左手 をゥ 

ンと、 さしのべ ると、 こ こぞと 思う 空間 を、 グ ッと摑 

んだ。 II 

手応え はあった。 

工場の 屋根が、 吹きと ぶ ほど 大きな 歓声が、 ドッと 

下の 方から 湧き あが つ た。 

だが、 こっち は、 右手 一本で、 熔融 炉の鉄 梯子 を 握 

リ しめ、 全身 を宙に 跳ね あげた もんだ から、 左手に 政 

まま お 

の 足首 を 握った 儘、 どどッ と、 下へ 墜 ちていった。 右 

よこばら 

手 を 放して は、 こっちが、 たまらない。 ガンと、 横腹 



て つばし ご 

を、 鉄 梯子に 打ちつ けたが そのと き、 幸運に も 右 脚が、 

ヒョィ と 梯子に 引懸 つた。 

(しめた ッ) 

と 思った 瞬間、 頭の 上から バッ サリ、 熱くて 重い も 

おと 

のが、 わし を、 突き 墜 すよう に、 落ちて きた。 そして、 

呀ッ という 間に、 ヌ ラヌラ と、 顔 や 腕 を 撫でて、 下へ 

墜落して いった。 それ は、 政の 身体だった。 辛うじて 

わしが 摑んだ 政の 身体だった。 (これ を 離して は …… ) 

と 私 は 懸命に 咏 えたが、 その 恐ろしい 重力に 勝つ こと 

が 出来ず、 遂に ッ ルリと、 わしの 指の 間から 脱け て、 

あいつの 身体 は、 ヒラ ヒラと 風呂敷の ように、 コンク 



まった 

リ— トの床 を 目 懸けて、 落ちて いった。 いや、 全く、 

政の 身体 は 風呂敷の ように、 舞いながら、 墜 ちて 行つ 

たのだった。 わし は、 どうした もの か、 急に 笑いた く 

なって、 クッ、 クッ、 ゥ フゥフ と、 鉄 梯子に、 しがみ 

ついた 儘、 暫く は、 動く ことが 出来ない 程だった。 
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「これ は 横 瀬さん。 沴 らしい ね。 さァ、 こっちへ 入つ 



男な ので、 それと 色に は 出さず、 さまざまの 苦心 をし 

おんな ぎうん 

て、 情婦 をめ ぐる 疑雲に ついて、 発見に つとめた。 

きじん そ 

鬼神の ような 其の 男 は、 なにもかも 知って しまった。 

しんぺん つか 

二人の 身辺から、 歴然たる 証拠 も摑ん だのだった。 そ 

れ より、 ずっと 前、 旦那 どの は、 大体の 輪廓 を 知った 

ふくしゅう 

ので、 憎むべき 一 一人に 対して、 どんな 復謦 をしょう か 

かくさく 

と、 画策した。 その 結果、 考え出し たの は、 世に も 恐 

じめつ 

ろしい 二人の 自滅 計画だった。 彼 は、 二人が 堕胎 を 

計った 第 九 工場と いうのに、 (夜泣き 鉄骨) という 怪談 

を 植えつ けた。 その実、 彼が コッ ソリ、 夜中に なると、 

工場へ 忍び こみ、 自分で、 クレ ー ンを キイ キイ 云わせ 



たの だ。 最後に、 彼 自身が、 化物 探険 隊の 先登に 立つ 

しんぎ たしか 

て、 真偽 を 確め たが、 上と 下との スウィッチが、 どつ 

ち も 開いて いるのに、 クレ— ンが、 轟々 と 動いた とい 

おんりょう しわざ き 

うので、 これ はいよ いよ、 怨霊の 仕業と いう ことに 極 

まった。 その実、 その 旦那 先生が、 先に 立って、 一 々 

スウィッチ を 外して 置いた の だ。 怨霊の 仕業と いう こ 

せん リっ 

とになる と、 一 番 戦慄 を 感じた の は、 若い 男と、 例の 

女 だ。 二人とも 大いに 思い当る ところが ある。 という 

の は、 自分 達が 手 を 下して 闇から 闇へ 送って しまった 

胎，. 児 の 怨霊の せいに 違いない と 思い こんで しまう。 

さァ、 こうなる と、 旦那 どのの 計画 は、 いよいよ 思う 



み 重なる 男の あとに つづいて 梯子 を 上 つ て 行った の だ。 

これ を 見て いた 人々 は 喝采した。 それ もそう だろう。 

すみ 

いやた つた 一人 を 除いて はネ。 そいつ は、 工場の 隅 か 

ら、 コッ ソリ この 場の 光景 を 眺めて いた 俺に よく 似た 

男 さ、 は ッはッ はッ。 だが、 その 男に も、 旦那 どのの 

復謦 が、 どのように 行われる のか、 見当が つかな かつ 

た。 ひょっとすると、 旦那 どの は、 わざと 梯子 昇りの 

速力 を 落として、 (残念ながら、 追いつけ なくて、 若い 

男 を 殺して しまった！) と 云い わけす るの かと 思って 

いたが、 見て いると、 どうやら、 そうで はない。 いや、 

それ は、 鬼の ように 恐ろしい 計画だった。 旦那 どのの 



しゅくめいてき 

らも、 宿命的な 証拠と いえば 言える だろう。 ゥン、 

ぎ や— ッ」 

しゃ ぺ のうてん 

わしの 手に は、 お喋り 探偵の 脳天 を 叩き 破った ハ 

ンマ ー が、 血に まみれて、 握られて いた。 それ は、 彼 

氏が お喋りに 夢中に なって いる 間に、 卓子の 蔭から、 

コッ ソリ取 出した ものだった。 だが、 t の 男 を 殺して 

いんにん さつじん へ き 

しまった お蔭で、 隠忍 十 年、 殺人 癖から 遠 去 かってい 

こ あくけ つ 

た 此の わしの 身体に は、 久しく 眠って いた 悪血が、 一 

時に 飢えに 目覚めて、 湧き あがって きたよう だ。 わし 

の 名 か？ 「片眼の 岩」 と 云 ゃァ、 ちっと は 人に 知ら 

わがまま もの 

れた吾 儘 者 だな ァ。 
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